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「腸内細菌試験パッケージ」提案
1,600の代謝物質解析、ペプチドも

HM丁

メタボロミクス 〔代謝物質解析)の リ

ーデ ィングカンパニーであるヒユーマ

ン・メタボローム・テクノロジ=ズ (山

形県鶴岡市)は、約1,600の代謝物質を網

羅的に解析できる「揚内細菌試験バッケ

ージ」を展開する。乳業メーカーーをはじ

めとして、依頼が増加しているという。

主な分析対象は短鎖脂肪酸、胆汁酸、

万香族アミノ酸、ビタミン、Tヽ lAOなど。

血:夜や糞便などの生体試料をもとに、賜

内組菌の関与が考えられる主な代謝物質

を分析できる。1,600成分以外に、ペブチ

ドの網羅解析も可能という.

揚内細菌はこれまでプラックボックス

とされてきたが、腸内細菌が産生する新
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健康博覧会企画セミナー日規機能物質の探索や、|1易内環境の評価に

も役立つ.

単なる受託分析で|よなく、「コンサ
'し

テ

ィングから入って、分析結果の考察まで

サポー トする」ことが強みだ。

同社のメタボローーム解析 (低分子化合

物を網羅解析する技術 )|よ、乳酸菌の培

養方法の検討や、乳酸菌が呈味に及ぼす

影響を調べることも可能.成分分析結果

をマーケティングデータに生かす動きも

広がっている。解析実績は年間400件以上

で、累計で5,000件を突破、実績を積み li

げている=最近では、■キス成分の試験
パッケージの提案を開始.粉末や加工食

品など様々な食品を分析可能で、「エキス」

の機能性表示食品としての商品開発の方

向性を探ることができる,′旨標成分も同

時に探索可能という,

今後は、食品CROと連携した取り組み

をlT「進.網羅的な成分プロフアイルに基

づき、「メタボローム解析を活用した高効

率な機能性食品開発_を提案していくじ
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「『腸もれ』があなたを壊し、腸内細i

東京医科歯科大

先ころ開催された「健康博覧会2019」  な日和見i

の企画セミナー「『腸もね』があなたを  があり、・

壊し、腸内細菌があなたを救う」には、  クテロイ「
東京医科歯科大学名誉教授の藤田紘―郎  玉菌15の
氏が登壇。定員80人の会場は満席とな  クチノバ

`

るなど、来場者から多くの関心が寄せら  (善玉菌l
れた。                  と続く。「
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腸内細菌

藤田 がんやア トビー、うつ、脳梗塞、
自開症、認知症など多くの病気を治すに

は、腸内環境を整えることが大切。免疫

力は、腸内細菌70り、こころ300と いわ

れるこがんやアレルギーのような疾病は

西洋医学よりも自然治癒力的発想の東洋

医学が必要。人の皮膚常在菌や腸内)4[]菌

叢などは自然治癒力で体を守る菌。これ

を、清潔で綺麗な社会が排除しているの

綺麗すぎる環境 |ま アレルギーを増やすと

いう衛生仮説もしまた、赤ん坊が何でも

紙めたがるのは、土壌菌を腸内に摂取し、

腸内細菌を増やそうとしているためで、

私は上壌菌を毎ロカプセルに入れて飲用

している.

腸内細菌は、培震できる菌 (100種 10()兆

個)と、培養できない菌 13万種超1,000

兆個)がある「 )董伝子検育の結果、全体

の15%と も・,とも多い日千日見菌(11よ、フ

ノ)|ミ クテス門 1悪玉菌の好きな「1lE見

菌,と バクテロイデス門 (善玉菌の好き

アクチノ′

培費てきる菌   100種 類 100兆 ′固
培養できない菌  3万 種類以上 1,000兆 セ    ブロテオ′`ク
人の網胞     60兆 個
16倍 もの生き物
重さ 1 5kg・  ヽ2kg

遺伝子検査の結果 (培養できない菌も含む)

1位 :フ 1ル ミクテス門―n_^ 悪玉菌か好きな日和見菌
2位 :バ クテロイテス問 |‐

υ′°  善玉菌が好 きな日和見菌
3位 1'ロ テオパクテロイデス門  悪玉菌 15%以下
4位 ‐アクチノバクテリア門    善玉菌 10%以下
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発酵技術のエキスパTト
“
+嗜 酌"」ヽ通建台聾1陸ヨ嘉1費■ ■

lk滸蕗野アルメニアで発見、海外では医薬品実績を持つナリネ菌
1950年代に微生物学者エルゼンキヤン

博士が、コーカサス地方のアルメニアで

発見したのがナリネ菌。耐酸性が強く、

腸内での定着力や適応性に優れていると

して、海外では疾患の予防治療として医

薬品に採用されるなど、60年以上の使用

実績を誇つている。

特に、抗生物質に対する抵抗力が高く、

抗生物質との併用が可能で、合併症や副

作用のリスクが低い点が特長となつてい

る。ナリネ菌の抗菌効果は、一般的なマ

ツンやケフィアの1.5～ 2倍持続するとい

う。また、生体内でビタミン類や乳酸の

合成促進作用が高いことも認められてい

る。

耐酸性を測る試験では、ナリネ菌を

し高い耐酸性を
凝鰯膚轟訂呪陽 鷺 鰊 I

有して,いる。 こ    提供:H&Wパートナーズ
れまでの研究では、インターフェロン産

生の促進が認められており、極限のスト

レス下に置かれる宇宙飛行士の体調管理

などに採用されているほか、1986年に起

こったチェルノブイリ原発事故の治療に

も利用されている。

ph3 0の 塩酸溶

液に浸し、変動

を確認した試験

で |よ 、2時間経

過礎|(レ″以_上の

生存か謙められ

るなど、一搬 的

な生菌類と比較
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